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報告内容

１．隊列走行構想の骨格

２．実現に向けての取組み

－ ロードマップ

－ 想定されるビジネスモデル

３．成立の可能性と検討課題
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研究開発の背景 ［資料１］

欧米における技術開発着手
－ ＮＥＤＯ 省エネルギー技術フォーラム

１．隊列走行構想の骨格

１



研究開発の目的と目標 ［資料１］

目的
・ 空気抵抗減によるＣＯ２削減
・ 交通流改善による渋滞減少

目標
・ 近接車間距離による走行空気抵抗低減と無駄のない速度制御により

高速道での燃費向上を実現する
・ 既存の高速道路でも走行可能な安全で信頼性の高い隊列走行を

実現する

１．隊列走行構想の骨格

２



研究開発内容（技術体系） ［資料１］

１．隊列走行構想の骨格

３



隊列走行の実用化コンセプト［資料１］

１．隊列走行構想の骨格

４



実用化初期の運行形態 ［資料１］

１．隊列走行構想の骨格

５



現行のロードマップ ［資料２］

２．実現に向けての取組み

６



トラック隊列走行の実証実験［資料３］

２．実現に向けての取組み

◆期間 ２０１８年１月２３～２５日
◆場所 新東名高速道路 浜松ＳＡ（サービスエリア）から遠州森町ＰＡ（パーキングエリア）

７



実用化のビジネスモデル ［資料１］

２．実現に向けての取組み

８



実用化のビジネスモデル [資料１]

９

２．実現に向けての取組み

出典：NEDO 省エネルギー技術フォーラム２０１３ 資料－１ 平成25年10
月30日



実用化のビジネスモデル [資料１]

１０

２．実現に向けての取組み

出典：NEDO 省エネルギー技術フォーラム２０１３ 資料－１ 平成25年10
月30日



実用化のビジネスモデル [資料１]

１１

２．実現に向けての取組み

出典：NEDO 省エネルギー技術フォーラム２０１３ 資料－１ 平成25年10
月30日



事業面の課題 ［資料４］

３．成立の可能性と検討課題

１２



輸送事業者の受けとめ ［資料５］
［ヤマト運輸株式会社］

１．物流業界の課題

今後の日本の物流を支える為には、革新的な技術導入による大幅な

生産性向上が必要である。

３．成立の可能性と検討課題

１３



２．隊列走行への期待 [資料５]

「これまでも効率化を進めてきたが、「隊列走行」の実現により、幹線輸送の生
産性を大きく変革することが可能になると考える。

１． 隊列走行は2台目以降は無人化が前提で、出来る限り多くの台数を
電子連結したい。

２． 複数社による運用を想定し、隊列技術は国内規格を統一してほしい。

３． 隊列運用開始の早期実現には、数百台以上が商用で運行できる
事業環境インフラと法や規制の整備が不可欠である。

４． セミトレーラーの隊列が実現すると隊列前後の機動性が高まる。

３．成立の可能性と検討課題

１４



 初期段階

実現スピードを優先し、先頭車両の「有人」の隊列走行導入を進めたい。

①有人 ②無人 ③無人 ④無人 ⑤～無人

 最終形

先頭車両から完全無人化し、2台目以降も自走可能なコンテナが連結、専用ターミナルでは
貨物の積み下ろしまでロボットによる自動化する。

①無人 ②無人 ③無人 ④無人 ⑤～無人

・・・・・

・・・・・

２．隊列走行への期待（つづき）［資料５］

３．成立の可能性と検討課題

１５



３．隊列走行区間の選定と要件 [資料５]
＜選定＞

① 物流需要の多い区間 ： 早期普及とより大きい効果を見込む

② 荷量に偏在のある長距離区間 ： 荷量のバランスで生ずる輸送のムダを
効率化できる

③ 中継や共同化がしやすい区間 ： 中小事業者を含む複数社の参加を選定、
物流全体の効果を見込む

 早期実現に向けて、①、③の条件にあてはまる区間の検討から始める

ドライバー不足、輸送効率化に対する対策の目玉として、少なくとも対象区間
トラックの50％程度を隊列走行に切り替えていきたい。

将来的には首都圏～九州・東北など、ドライバー不足が最も深刻化し、また
荷量の偏在等で対策に苦慮する区間の解決にもつなげたい。

３．成立の可能性と検討課題

１６



＜要件＞

① 代替路線が確保できる区間 ： 道路障害やイレギュラー発生時、大量輸送の
遅延影響を低減、回避

② 片側2車線以上の区間 ： 一般車両への影響を抑える走行車線の整備

③ 高速道に併設した隊列施設 ： 隊列の形成・解除、積み替え等を実施

④ 休憩場所、走行中の退避場所が確保できる区間

３．隊列走行区間の選定と要件（つづき）[資料５]

３．成立の可能性と検討課題

１７



「効果概算（仮）」 [資料５]
• 厚木～滋賀 400㎞

• 燃費４ｋｍ／ｌ

• 人件費 1800円／ｈ

• 走行5時間

• 後続車10％減

• 燃油価格 100円／ｌ

効果：人件費と燃料費の減

1日あ
たり

台数 ドライ
バー
数

人件費 燃料費 効果額計（千円）

時間換算 効果額 燃料費 効果額 1日あたり 月あたり 年間

隊列
なし

300 300 2,700,000 3,000,000

隊列
3台

300 100 900,000 ▲1,800,000 2,800,000 ▲200,000 ▲2,000 ▲60,000 ▲720,000

隊列
4台

300 75 675,000 ▲2,025000 2,775,000 ▲225,000 ▲2,250 ▲67,500 ▲810,000

隊列
5台

300 60 540,000 ▲2,160,000 2,760,000 ▲240,000 ▲2,400 ▲72,000 ▲864,000

３．成立の可能性と検討課題

１８



「効果概算（仮）」（つづき） [資料５]

• 隊列走行の許可条件
• 高速道路に直結した施設
• 社会インフラの費用負担
• 高速道路料金の制度
• 一般車両、隊列トラック

双方が安全に走行できる
道路環境（専用レーン・
優先レーン等）

１日あた
り

道路使
用料

車両償
却

施設使
用料

運用コス
ト

事業採
算性

隊列なし

隊列３台 試算条件が現状不明

隊列４台 ＋

隊列５台 荷物積み替え費用・システム費用等

不明の項目

３．成立の可能性と検討課題

１９



（１） 事業としての採算性
 人件費、燃費の節減
 ドライバーの業務負荷の増減
 車両等を含めたシステム開発費

◆ユーザーとしての判断

隊列参加の場合のコスト VS. 手数料

◆管理事業者としての判断

設定可能な「手数料」 VS. 運用コスト ＋ 投資回収

成立の可能性と検討課題

３．成立の可能性と検討課題

２０



成立の可能性と検討課題

（２） 総合的評価

 事業採算性と関連技術開発の進展

 事業採算性と場所・時点の選定

 社会的便益の考慮

 自動化ＩＣＴ全般との相互作用／貢献

 定着性の展望

 物流政策として

３．成立の可能性と検討課題

２１



事業採算性と当該技術開発の進展

• ドライバー不足の見通し

• 早期実現の重要性

• 技術開発の進捗とシステム信頼性の向上

• 補完的対応のコスト

• 完成度とシステムコスト

• 実用化時点でのトレードオフ

３．成立の可能性と検討課題

２２



実施場所および諸条件

• 隊列形成施設・用地の利用可能性

• 利用料金

• 専用・優先レーン整備の可能性

• インフラ投資

• インターチェンジにおける一般車流入への対応

• 導入規模と車両開発

• 導入規模と投資回収

３．成立の可能性と検討課題

２３



社会的便益の考慮

• 事業採算性と社会的・経済的採算性

• 事故減少

• ヒューマンファクターによる事故

• 混雑減少

• 人出不足解消と負荷の増減

• 環境への貢献

• ＥＶ転換と貢献の増減

３．成立の可能性と検討課題

２４



自動化ＩＣＴ全般との相互作用

• 両技術の相互関連

• 自動運転技術全体への貢献

• 他の技術領域へのスピルオーバー

３．成立の可能性と検討課題

２５



定着性の展望

• 隊列の意義の存続

• 最終形の想定

３．成立の可能性と検討課題

２６



物流政策として

• 専用レーンと多数車連結

• トラックの鉄道化

• モーダルシフト

• 受け皿としての鉄道のキャパシティ

• 優位性比較と鉄道への並行支援

• 競争と協調

３．成立の可能性と検討課題

２７
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